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情報認知科学レジュメ

第5回
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系列内位置効果

 初頭効果

 リストの初めの項目ほどよく再生さ
れる

 リハーサル（頭のなかでのリピート
復習）により長期記憶へ転送される

 新近効果
最後の項目ほどよく再生される

短期記憶の中に貯蓄される（直近
に言われたことだから覚えているだ
け）
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再
生
率

提示順序

短期記憶から長期記憶へ①
―初頭効果・リハーサル

 「つくえ」「はた」「かぎ」「ねこ」「ちゃわん」という５語をリ
ハーサルにより暗記することを考える。
 １回目：つくえ×20

 ２回目：つくえ×10，はた×10

 ３回目：つくえ×7，はた×7，かぎ×6

 ４回目：つくえ×5，はた×5，かぎ×5，ねこ×5

 ５回目：つくえ×4，はた×4，かぎ×4，ねこ×4，ちゃわん×4

 最初の「つくえ」は何回もリピートしているから記憶するが，
最後の「ちゃわん」はリピート回数が少ないから，記憶しに
くい。
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短期記憶から長期記憶へ②―処理の深さ

 深い処理（○をつける，視覚的効果があるetc）を並行して
行っているほど，項目の再生率が良い。

 精緻化

 記憶項目間，記憶項目と知識との関係づくり。意味処理の際は
関係づくりがしやすい。

 例：形態的処理，音韻的処理，意味的処理などを通じて，
（○をつけるなどの）処理を行いながら言葉の分類を行え
ば，その単語を（覚えようとしてなくても）記憶している可
能性が高くなるということ。
 例・音韻的処理：リストのうち，「ん」で終わる単語に○をつける。
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短期記憶から長期記憶へ③―精緻化

 精緻化
記憶する語に何らかの情報を付け加えること。
 イメージ化
 カテゴリー化（似ているもの同士で分類）
物語作り

空間記憶法（自分の身近な空間を想起して，その空間内に用
語を配置する）

 自己生成効果
自ら適切な精緻化を行うと，記憶成績が向上する。つまり，
他人が行った精緻化よりも，自分で自分なりの精緻化を
行ったほうが記憶できるということ。
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潜在記憶①
―プライミングと記憶内の自動的活性化

 プライミング

あるタスクで利用される情報を事前に提示する。する
と，そのタスクの処理が影響を受ける。

ただし本人にその自覚はない＝無意識

 無意識

事前のタスクが事後のタスクに影響したとはほとんど
の被験者が考えない。

想起しているという意識が無い。
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潜在記憶②―直接プライミング

 事前に単語のリストを与え
る（覚えさせる，読ませる）

 その後に語彙判断課題を
行う

提示された語が意味ある言
葉か，意味のない言葉かを
判断する。

 事前に与えられた単語の
判断は，与えられていない
単語の判断よりも速い
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潜在記憶③―間接プライミングと活性拡散

 間接プライミング
 関連する語が事前に提示され
た場合には，次の語の語彙判断
が速くなる
 パン→バター（速い）
 コート→バター（遅い）

 活性拡散
 言葉は単独で存在しているので
はなく，関連語と潜在的に結び
ついている。関連語が活性する
ことで，その活性が伝播する。

 頭の中の事柄はつながりあって
いる。
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潜在記憶④―プライミングと潜在記憶

 単語のリストを覚えさせる

 記憶テストの種類
再認

単語完成（「ト○イ」の○に一文字入れる）

 記憶テストの時期
 ８分，１－５週間程度

 潜在記憶による活性は長く続く

再認よりも単語完成の方が記憶が長持ちするという
こと。
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潜在記憶⑤―CollinsとQuillianの実験

 もし概念階層を反映したネットワークがあるのなら
ば（属性の継承）

事例とその特徴を尋ねる文の反応時間は，階層関係
を反映したものとなる（階層が離れていればいるほど，
回答時間がかかる）

 結果

 「カナリアは皮膚がある」＞「カナリアは黄色い」
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潜在記憶⑥―潜在記憶の思わぬ効果

 敵対的単語（詐欺，傷害，邪悪，冷酷など）を事前
に提示されるグループとそうでないグループ。

 次に，ある人物の記述があり，この人の性格をい
くつかの次元（冷たい，わがまま等）で評価させる。

 すると，はじめに敵対的な単語を見たグループは
この人の評価を悪い方向にしてしまう

 この効果は，無意識レベルで単語が提示されると
さらに強く表れる。
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符号化特殊性(特殊性；encoding specificity)

 符号化によって生み出される記憶痕跡（覚えたときの状況；場所な
ど）と，検索時の手掛かり（思い出す時の状況；場所など）の整合性
が高いほど再生率が高くなる。
 端的にいえば，覚えた場所と思い出す場所が同じであれば，より思い
出せるということ。

 実験例
 「平和ー机」のペアで対連合学習

 いすを手掛かりとして提示する→思い出せない

 いすから連想する単語を出させ，その中に学習語（机）があれば○で囲
む→思い出せない

 平和を提示する→圧倒的に思い出せる

 覚えたいものだけが覚えさせられるのではない。関連する事柄がま
とめて貯蔵される。
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まとめ

 記憶は一つの箱ではない
様々な処理機構の連結

 記憶は箱ではない

符号化の仕方（チャンクの作り方），精緻化により，記
憶単位が変化する

 記憶はつながりだ

記憶された情報は意識的，無意識的に他の関連する
情報とつながりを持つ。
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